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資料館だより資料館だより ２０26. 3 .２５（年４回発行）

「人・まち・自然が調和し、躍動するまち〜誇り高い沼津を目指して〜」

Vol.50 No.4（通巻２49号）

　永代橋から下流の南側、狩野川右岸の宮町に魚市場
が設けられる以前の魚町・仲町の魚

うお
河
が

岸
し

の様子を写し
た写真絵葉書を紹介します。
　宛名面の通信欄が３分の１のもので、明治４０年（１９０７）
から大正７年（１９１８）の間に発行されたとされるものです。
北側・上流側を望んだもので、同じ場所から下流に向かっ
ての光景はすでに通巻２３２号で紹介しています。
　表題には魚河岸とありますが、魚専用の荷

に
揚
あ

げ場
ば

で
はなく、西浦や内浦からの沼津通

かよ
いの定期船などの貨

物の積み下ろしや、乗客が乗り降りする船着き場とし
ての役目も果たしていたようです。
　岸側は魚

うお
町
ちょう

の名称があるように、魚を取り扱う五
い

十
さ

集
ば

商人が多く住み、魚問屋があった近くの河岸が魚河
岸と呼ばれたものであり、競

せ
りを行う魚市場のような

ものが設けられていたのではないようです。
　手前に係

けい
留
りゅう

されている船には船
せん

尾
び

に「日
にっ

進
しん

丸
まる

」と書
かれており、内浦重須からの沼津通いの定期船のよう
です。発動機船と見られ、前方に屋根が架

か
けられてお

り、客席となっているようです、その船の背後には米
こめ

俵
だわら

のようなものを積んだ和船もあります。

　岸側を見ると大
だい

八
はち

車
ぐるま

に薪
まき

束
たば

のようなのものが積まれて
おり、岸縁にも同じものが置かれており、船で運ばれて
来たものを降ろして、車に積んで運び出しているようで
す。岸壁には石垣が積まれ、階段も付けられています。
また、積み荷らしい木樽のようなものも置かれています。
　後方には、港

みなと
橋
ばし

が写っています。レンガ造りらしい
２本の橋

きょう
脚
きゃく

とそれに支えられた木製の櫛
くし

形
がた

の橋
はし

桁
げた

が３
連結されています。
　この橋は、絵葉書に写された左岸側の親

おや
柱
ばしら

の銘
めい

文
ぶん

か
ら明治３８年３月に竣

しゅん
工
こう

したと考えられています。
　右岸側には、流

りゅう
木
ぼく

除
よ

けが３列設置されており、左岸
側が主要な流路であり、水深も深く船が着

つ
け易

やす
い反面、

水害にも遭
あ

い易
やす

かったことが分かります。「出し」を
設けて流れを弱めることもされていたようです。
　大正１０年（１９２１）に問屋制度が廃止され、大十魚会
社が設立されると魚市場が永代橋下の右岸の宮町に設
置され、昭和７年（１９３２）には（株）沼津魚市場となり、
さらに戦中の統制下に設立された静岡県水産業会沼津
販売所が、昭和１９年（１９４４）に沼津港（現在の内港）
に移転し、魚河岸・魚市場機能もそちらに移転しました。

絵葉書に見る魚河岸と港橋　「沼津名勝　魚河岸　FISH-MARKET NUMAZU」 蘭契社　榊原公幸氏提供



2

駿河湾の漁　番外編
　　　　　　藤田　美徳さんの話
静浦・内浦地区の漁師が信奉する水

すい

晶
しょう

山
ざん

の稲
いな

荷
り

神社

　伊豆の国市にある水晶山は、狩
か

野
の

川に架
か

かる大
おお

仁
ひと

橋
のたもとにある標高６７ｍの小さな山です。古くは水晶
が採取されたとのいわれがあるため、この名がありま
す。秋山富

ふ
南
なん

が記した『豆
ず

州
しゅう

志
し

稿
こう

』（寛政１２年（１８００）
完成）には「堅

けん
巌
がん

峭
しょう

立
りつ

、清
せい

潭
たん

ニ映シテ佳
か

景
けい

ヲ呈
てい

ス」と
あり、屹

きつ
立
りつ

した水晶山とその山容が狩野川の水面に映
し出される景観を賞賛しています。水晶山は近代以降
の地誌や旅行記にも多く取り上げられています。
　その麓

ふもと
にある藤田美徳さんの邸

てい
宅
たく

の敷地内には稲荷
神社があります（写真１）。水晶山は景勝地としてよ
く知られていましたが、この稲荷神社はあまり知られ
ていません。しかし、静浦・内浦地区の漁師からはよ
く知られた存在でした。前号までお話を聞かせて頂い
た獅

し
子
し

浜
はま

の川口洋司さんから寄贈頂いた網組の帳簿に
も、昭和時代初期に稲荷神社のある水晶山へ二度参拝
した記録が残っています。資料館だより２１０～２２２号ま
で漁話を聞かせて頂いた内浦小

こ
海
うみ

の網組、長宝組の金
指貢さんからも女性たちが水晶山へ大漁祈

き
願
がん

に行って
いるという話を聞いています。また、この稲荷神社に
は、「献

けん
燈
とう

 昭和三年（１９２８）五号網組 静浦村獅子浜」
と刻まれた石灯

とう
篭
ろう

が建っています（写真２）。五号網
組は、川口組と同じ獅子浜の旋

まき
網
あみ

を行う網組でした。
　稲荷は農業との結びつきが深い神ですが、漁業でも
漁を与えてくれる神として漁師から信奉されていま
す。ですが、稲荷を祀

まつ
る神社が数

あま
多
た

ある中で、両地区
の漁師が水晶山の稲荷神社を選んだ理由についてはよ
く分かっていません。藤田さんは二つの理由で両地区
の漁師が水晶山の稲荷神社へ参拝に訪れると考えてい
ます。一つは、漁師は無事に陸地へ帰ってこられるよ
うに海から離れた神社へ行きたがるという点です。も
う一つは藤田さんの父が西浦地区出身の漁師だったと
いう点です。藤田さんの父の生まれは西浦久

くり
料
ょう

で、西
浦古

こ
宇
う

の某
ぼう

家
け

へ養子に入り家業の漁師を生
なり

業
わい

としてい
ました。体を悪くして漁師をあきらめ、神職を志して
大
お

瀬
せ

神社で修行を行い、東京で神職の資格を取りまし
た。水晶山の稲荷神社の神主に後継ぎがいないことか
ら稲荷神社を継ぐことを勧められ、藤田家へ養子に入
り稲荷神社の神主となりました。これらのことから、
両地区に近い海辺の稲荷神社より内陸の稲荷神社が選
ばれ、中でも両地区に近い西浦地区出身の神職がいる
水晶山の稲荷神社に参拝に訪れたと考えています。
　水晶山の稲荷神社では稲荷の他に金

こん
比
ぴ

羅
ら

を祀ってい
るといわれ、金比羅を祀る神社の総本宮である香川県
琴
こと

平
ひら

町の金
こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

とも縁の深い黒い烏
からす

天
てん

狗
ぐ

と赤い天

狗の面が社殿に掛けられています。金比羅は航海安全
と大漁祈願にご利

り
益
やく

があるため、漁師も熱心に祀りま
す。
　また、社殿には瓶

びん
に納められたウミヘビが安置され

ています（写真３）。これは内浦地区の網組から奉納
されたものです。ウミヘビは竜神の化身とされ、大漁
をもたらすものとして崇

あが
められています。先述の川口

組でも竜神の祠
ほこら

を建て、ウミヘビを祭神として祀って
いました。当館でも多

た
比
び

の網組が祀っていたウミヘビ
を所蔵しています。
　稲荷・金比羅・竜神という漁師と縁の深い神々が祀
られている水晶山の稲荷神社には、かつては大勢の漁
師が参拝に訪れ、社殿や藤田家にて宴会が行われてい
ました。時代が経るにつれ網組の解散が増え、稲荷神
社を訪れる漁師は減っていきました。しかし、現在で
も内浦小海の網組の女性たちが参拝に訪れており、漁
師の操業の無事と豊漁を祈願しています。

（話：藤田美徳氏 昭和２１年生まれ 伊豆の国市大仁在住）
参考文献 : 水晶山の会編・刊『水晶山』2018
　　　　　戸羽山瀚編『増訂豆州志稿伊豆七島志全』長倉書店 1967

写真２：獅子浜五号網組
　　　　が奉納した灯篭

写真３：内浦地区の網組
　　　　から奉納された
　　　　ウミヘビ

写真１：水晶山の稲荷神社
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※掲載写真の原本は富士山かぐや姫ミュージアム所蔵

原
はら

町
まち

製
せい

紙
し

の三
みつ

椏
また

原料は何
いず

処
こ

から
─『大正拾年　白

しろ
三
みつ
椏
また
賈
うり
上
あげ
貫
かん
目
め
扣
ひかえ
帳
ちょう
』をもとにー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　昌宏
はじめに
　かつて東海道五十三次の宿場のひとつとしての機能
を果たしていた原宿は、明治維新を迎えて宿場が解体
されると、新たな現金収入の道を模

も
索
さく

することを余
よ

儀
ぎ

なくされた。そして、当時の原地区の先
せん

駆
く

者たちによ
り、製紙や繊維関連産業などの芽

め
生
ば

えがみられた。
　筆者は以前、原地区製紙業のシンボル的な存在であっ
た原町製紙について調査し、『沼津市博物館紀要』４１
に「原町近代初期のマニュファクチュアの芽生え―原町
製紙の軌跡を中心に―」と題して報告した（２０１７年）。
　その際、原町製紙の原料の入手先や種類のことなど
が調査課題に残された。今回、原町製紙の和紙原料で
ある三椏入手に関わる資料に巡

めぐ
り合ったので、その一

いっ

端
たん

について紹介することにしたい。
和紙原料業「カゾ屋」に残された控帳
　明治時代富士南麓では、和紙原料の三椏栽培が盛ん
に行われた。その中心地であった現在の富士宮で、明
治８年から昭和４０年代まで、三椏の栽培や原料加工、
販売に携わっていたのが、和紙原料の楮

こうぞ
に由

ゆ
来
らい

する屋
号「カゾ屋」を名乗っていた河

か
原
わら

崎
ざき

家である。
　この河原崎家に長年残
されてきたのが、大正十
年から昭和初期にかけて
三椏の販売の日付け、生
産地、種類、重量、販売
価格、販売先などが詳細
に記録された『大正拾年
白三椏賈上貫目扣帳』で
ある（富士山かぐや姫ミ
ュージアム所蔵）。
　この控帳に記載されて
いる三椏の産地は、和紙
の手

て
漉
す

きが盛んであった甲州産が最も多く、この他に
土
と

佐
さ

産、若
わか

狭
さ

深
ふか

川
かわ

産などである。また、主要な取引き
先としては、古くから手漉きの歴史をもつ山梨県の市

いち
川
かわ

大
だい

門
もん

や西
にし

島
じま

をはじめ、静岡県内の松
まつ

野
の

や今
いま

泉
いずみ

など個人
の紙漉き場のみならず、岳

がく
南
なん

製紙や吉
よし

永
なが

製紙、原
はら

田
だ

製
紙などとならび原

はら
町
まち

製紙の名が登場するのである。
原町製紙の三椏取引き状況
　この控帳の中から、原町製紙に関連する項目をいく
つか紹介する。ちなみにこの控帳に記載された「白三
椏」とは、三椏の原木を切断・煮

しゃ
熟
じゅく

後に外皮を剥
は

がし、
天日乾燥して出荷する状態のものである。
　最初に原町製紙の名が見られるのは、大正十年四月
で注文数「甲州産白三椏十四個」、最後に見られるのは、

大正十五年一月の注文数「白三椏弐個」（産地は文字が
薄く判読しにくい）である。この間、原町製紙の名が他
の製紙工場や個人の紙漉き職人の名に混じって散見さ
れる。例

たと
えば、大正１３年の項目には次のような記載が

ある（一部に店独特の符
ふ

丁
ちょう

があるが省略する）。
　「十一月三日　土佐韮生三椏八拾九個　此貫千五百五
〆七百六十目　代金参千八百参拾九円六拾八銭也」
　「十一月五日　稲子産白三椏拾九個　此貫弐百四十三
〆代金四百九十一円二十六銭也」
　「十一月七日　土佐地ケ三椏三個見本品　此貫五十壱
〆六百目」
　このうち、土佐韮生（とさにろう）とは、現高知県
香美郡香北町周辺で、和紙の産地として知られている。
このことから、近隣地区だけでなく、四国方面からの
三椏も使用していたことが判明した。また、稲子は現
富士宮市稲子地区である。さらに、「地ケ」（ジケ）と
は、三椏の品質を示す用語で、「特地ケ」（トクジケ）
に対しての「地ケ」は標準的な品質を表している。当
時は、単なる売買だけでなく、三椏の見本品のやりと
りもあったことがうかがえる。以上の事例の他にも現
山梨県南巨

こ
摩
ま

郡南
なん

部
ぶ

町内船（うつぶな）産の三椏など
が使用されたことが記載されているが、詳細について
はまたの機会に紹介することにしたい。

▲大正１１年３月～５月の原町製紙の名がある項目
まとめにかえて
　原町製紙では、巻紙コッピ―紙や水引き・元

もと
結
ゆい

原紙
などを抄

しょう
紙
し

していた。いずれも柔軟で丈夫な薄
うす

葉
よう

紙で
古紙原料は適さず、高い品質が求められる。原町製紙
が、当時紙幣や官公庁用紙の発行に携

たずさ
わっていた内閣

府印刷局に納品するほど品質には定評を得られていた
「カゾ屋」への注文を始めた背景は定

さだ
かでないが、原

町製紙と役員関係が深かった原田製紙との情報共有が
もとになっていたことも考えられる。また、三椏以外
の原料の種類や入手先、運搬手段などの資料もこれま
でのところ判明していない。今後の調査課題である。

▲賈上貫目扣帳の表紙
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　令和７年度の企画展「風
ふう

光
こう

絶
ぜっ

佳
か

遊
ゆう

覧
らん

の三
み

津
と

～伊豆の
海辺に花開いた観光地～」を下記の通り開催しています。
１．開催期間　令和８年２月７日（土）～同５月６日（水）
２．展示会場　２階展示室
３．�展示内容　内浦三津を中心として展開されて来た

観光の歴史を振り返ります。

　内浦三津地区に設立されたホテル・旅館などの宿泊
施設、水族館・海水浴場・遊覧船などの観光施設、政
財界人の別荘を紹介しています。
　また、この地を訪れて、素

す
晴
ば

らしい眺
ちょう

望
ぼう

を表現した
画人や歌人たちの作品も合わせて紹介しています。
　井上靖の自伝的小説「しろばんば」の洪作少年がその美
しさに感激した三津の風光を背景に発展した観光産業の変
遷を振り返り、さらなる発展の糧

かて
となることを期待するものです。

　三津坂を越えた古奈や長岡の温泉地と深いつながり
があったことが知られます。

皇室ゆかりの地探訪５　七
しち
面
めん
山
さん
と横

よこ
山
やま
峠
とうげ

　『昭和天皇実録』に記載されている川
かわ

村
むら

純
すみ

義
よし

別邸や
後にそれを買上げて増築した西附属邸に滞在した皇孫時
代の昭和天皇（迪

みち
宮
のみや

裕
ひろ

仁
ひと

親王）、秩父宮雍
やす

仁
ひと

親王（淳
あつ

宮
のみや

）、
高松宮宣

のぶ
仁
ひと

親王（光
てる

宮
のみや

）が御運動と称する徒歩での散
策に度々訪れたに場所に七面山と横山峠があります。
　七面山は下香貫林ノ下の日蓮宗栄松山妙

みょう
蓮
れん

寺
じ

の裏山
で、標高は約３８ｍ、比高差は３５ｍほどです。当時は、頂
上の平坦部に七面大明神を祀

まつ
るお堂が建っていました。

七面大明神は、身
み

延
のぶ

山
さん

久
く

遠
おん

寺
じ

の北方にある七面山の山
頂に祀られており、此

こ
処
こ

から分
ぶん

祀
し
されたものと推察されます。

　『塩
しお

満
みち

の民俗』によれば、戦前には塩満の青年会は年
に３回、このお堂でお籠

こも
りの行事を行っており、毎月１８日

には地元の老婦人たちが題
だい

目
もく

を挙
あ
げていたそうです。

　お堂は戦時中に高射砲の陣地を作るために取り壊さ
れ、女

にょ
体
たい

像
ぞう

は本堂に移され、今も祀られているそうです。
　七面山からさらに東に足を延ばすと徳倉村に向かう山
道となり、横山峠に至ります。横山と徳倉山の鞍

あん
部
ぶ

に当
たり、標高約８０ｍ、徳倉山の登り口でもあり、急

きゅう
峻
しゅん

な
尾根道を登ると徳

と
倉
くら

山
やま

（象
ぞう

山
やま

）山頂に至ります。沼津ア
ルプス縦走の難所です。現在は展望が開けておりませ
んが見晴らしが良かったのかもしれません。御用邸から
七面山までは約一キロ、横山峠までは約２㎞の距離が
ありますから往復するとかなりの運動になります。

企画展の展示の一部

七面山　下香貫林ノ下

横山峠　下香貫前角


